
誤 正
47 4行目 金属製カバーには,・・・・・・・・・ 保護カバーとして使用されている. 金属製カバーには,・・・・・・・・・・・・・材料として使用されている.
127 表-3.3.2 超厚膜形エポキシ樹脂系被覆仕様　表中の耐候性

*3
超厚膜形エポキシ樹脂系被覆仕様　表中の耐候性

*3,*4

128 表-3.3.3
超厚膜形ポリウレタン樹脂系被覆仕様

表中の耐候性
*3

超厚膜形ポリウレタン樹脂系被覆仕様

表中の耐候性
*3,*4

144 表-4.1.3 水中硬化形被覆　パテタイプ仕様例　表中の被覆
*2 水中硬化形被覆　パテタイプ仕様例　表中の被覆

150 表-4.2.2
保護カバー材の形状および適用範囲　表中
スタッドボルトタイプ
保護カバーを固定するGスタッドボルト・・・・

保護カバー材の形状および適用範囲　表中
スタッドボルトタイプ
保護カバーを固定する.スタッドボルト・・・・

150 表-4.2.2
保護カバー材の形状および適用範囲　表中
現場積層タイプ
 保護カバーを現場にて成型する

保護カバー材の形状および適用範囲　表中
現場積層タイプ
現場にて成形する

151 5行目 ペトロラタム系防食テープのJIS規格　　JISZ1902:2000（1種,2種） ペトロラタム系防食テープのJIS規格　　JISZ1902:2009（1種,2種）

156 11行目
③スタッドボルト
鋼材表　面を素地調整した後,・・・・・

③スタッドボルト
鋼材表面を素地調整した後,・・・・・

156 18,19行目
④現場積層タイプ
樹脂 が硬化した後,保護カバー が成型される.

④現場積層タイプ
樹脂を硬化させながら,保護カバーを成形させる.

246 8行目
2.1　一般　【解説】
 水中硬化形被覆の防食性能を確実に維持する・・・・・

2.1　一般　【解説】
ペトロラタム被覆の防食性能を確実に維持する・・・・・

324 式(2.3.10) rp  ：鋼管杭の外周半径（ ㎝） rp  ：鋼管杭の外周半径（㎜）

付5-4
1行目

最下表内

事例番号4　ペトロラタム被覆（ ペトロラタム＋チタン保護カバー）
工法の特徴など
長期耐食性,耐久性 が可能である

事例番号4　ペトロラタム被覆（ペトロラタム系防食材＋チタン保護
カバー）
工法の特徴など
長期耐食性,耐久性を持たせることが可能である

付5-5 1行目 事例番号5　ペトロラタム被覆（ ペトロラタム＋チタン保護カバー）
事例番号5　ペトロラタム被覆（ペトロラタム系防食材＋チタン保護
カバー）

付5-6 1行目 事例番号6　ペトロラタム被覆（ ペトロラタム＋チタン保護カバー）
事例番号6　ペトロラタム被覆（ペトロラタム系防食材＋チタン保護
カバー）

付7-8 表-8
履歴調査の記録表　（例）
被覆防食/ペトロラタム被覆/仕様/防食材
上層： ペトロラタムペースト　下層： ペトロラタムテープ

履歴調査の記録表　（例）
被覆防食/ペトロラタム被覆/仕様/防食材
上層：ペトロラタム系テープ　下層：ペトロラタム系ペースト

※湾鋼構造物　防食・補修マニュアル(2009年版）は、平成26年8月に第３刷を発行しております。
第１版発行（平成21年11月）の当該マニュアルをお持ちの方は、正誤表①と正誤表②に訂正しておりますので、ご留意ください。

湾鋼構造物　防食・補修マニュアル(2009年版）正誤表①　　［第2版発行（平成24年10月）時に、第１版発行（平成21年11月）内容の修正点］

ページ 行など
訂正


